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常
任
委
員
会
審
査

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

歳
出
で
は
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業

の
中
に
、
脱
原
発
都
市
宣
言
に

係
る
看
板
経
費
が
入
っ
て
い
る

が
、
具
体
的
な
経
費
の
内
容
と

執
行
予
定
時
期
に
つ
い
て
は
。

答　

弁　

１
カ
所
当
た
り

17
万
７
千
120
円
、
市
役
所
そ

れ
か
ら
各
区
役
所
に
設
置
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
合
計
で

53
万
１
千
360
円
の
予
算
。
執
行

時
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年

４
月
を
予
定
し
て
い
る
。

質　

疑　

脱
原
発
都
市
宣
言
に

つ
い
て
、
現
状
は
執
行
部
と
し

て
は
議
会
の
理
解
と
合
意
は
得

ら
れ
た
と
い
う
判
断
な
の
か
。

答　

弁　

脱
原
発
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
議
会
で
今
ま
で

に
２
回
ほ
ど
議
決
を
し
て
い

る
。「
浪
江
・
小
高
原
子
力
発

電
所
建
設
を
中
止
し
、
福
島
県

内
す
べ
て
の
原
子
力
発
電
所
の

廃
炉
を
求
め
る
決
議
」
と
、「
原

発
再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見

書
」
が
で
て
お
り
、
全
て
の
原

発
を
稼
働
さ
せ
る
な
と
い
う
決

議
を
し
て
い
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
原
発
の
廃
炉
、
再
稼
働

反
対
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に

考
え
は
一
致
し
て
い
る
。
脱
原

発
に
つ
い
て
は
、
議
会
も
含
め

被
災
を
受
け
た
南
相
馬
市
は
、

一
つ
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

質　

疑　

災
害
記
録
誌
増
刷
事

業
の
、
災
害
記
録
誌
に
つ
い
て

は
、
平
成
24
年
度
決
算
審
査
特

別
委
員
会
の
中
で
、
今
後
評
価

を
受
け
る
、
あ
る
い
は
順
次
そ

の
後
の
編
さ
ん
を
続
け
る
と
い

う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、認
識
は
。

答　

弁　

決
算
で
は
、「
増
刷

す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の

か
」「
市
民
全
員
に
配
布
す
る

よ
う
な
こ
と
は
検
討
し
な
か
っ

た
の
か
」
と
い
う
質
疑
が
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
、
市
民
が

閲
覧
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
は
進
め
て
き
た
が
、
評
価
に

つ
い
て
の
会
議
は
、
こ
れ
ま
で

１
回
だ
け
で
あ
る
。
昨
年
11
月

７
日
に
、
原
町
区
長
連
絡
協
議

会
会
長
か
ら
、
心
や
市
民
の
防

災
意
識
を
内
面
か
ら
補
填
す
る

も
の
と
し
て
、
記
録
誌
を
最
低

で
も
一
世
帯
一
冊
ず
つ
配
布
す

べ
き
と
の
要
望
書
が
あ
り
、
別

冊
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
ま
ず

は
増
刷
と
い
う
考
え
に
至
っ
た
。

質　

疑　

決
算
委
員
会
で
は

「
今
後
も
毎
年
、
経
過
に
つ
い

て
は
ま
だ
震
災
途
上
で
す
か

ら
、ま
と
め
て
発
行
し
て
い
く
」

と
し
て
い
る
が
、対
応
を
伺
う
。

答　

弁　

毎
年
発
行
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
は
お
詫
び
す
る
。

早
急
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

チ
ー
ム
を
編
成
し
な
が
ら
編
さ

ん
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

質　

疑　

毎
年
作
る
と
第
２
版

は
、
補
正
で
行
う
こ
と
に
な
る

が
、今
回
の
増
刷
を
や
め
て
は
。

答　

弁　

新
年
度
の
予
算
措
置

は
、
区
長
会
か
ら
の
要
望
に
基

づ
い
た
災
害
記
録
誌
増
刷
で
あ

る
。
そ
の
後
の
災
害
記
録
の
編

さ
ん
も
、
今
後
、
し
っ
か
り
と

全
庁
挙
げ
て
編
さ
ん
し
て
い
く
。

質　

疑　

復
興
拠
点
施
設
の
基

本
設
計
は
、
暮
ら
し
や
す
い
、

商
売
の
や
り
や
す
い
、
そ
う
い

う
施
設
設
計
と
な
る
の
か
。

答　

弁　

基
本
的
に
財
源
的
な

部
分
も
あ
り
、
施
設
は
で
き
る

だ
け
既
存
施
設
を
利
用
で
き
な

い
か
と
い
う
部
分
も
十
分
踏

ま
え
、
制
度
設
計
を
し
て
い

く
。
ま
た
、
利
用
者
の
融
通
が

き
く
よ
う
な
施
設
整
備
が
必
要

で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
、
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
声
を
聞
き
な
が
ら
、
利
用

し
や
す
い
よ
う
な
制
度
設
計
に

し
て
い
く
。

質　

疑　

広
域
消
防
鹿
島
分
署

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
設
計
、

地
質
調
査
業
務
等
の
他
に
、
場

所
の
検
討
状
況
は
。

答　

弁　

早
期
整
備
が
可
能
な

場
所
で
、
水
害
等
の
災
害
へ
の
備

え
、
市
街
地
か
ら
の
距
離
、
必

要
面
積
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
広
域
消
防
及
び
市
関
係
課

と
協
議
を
経
て
、
鹿
島
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
市
有
地
を
移
転

建
設
候
補
地
と
し
て
選
定
し
た
。

　

質
疑
終
了
後
、
委
員
か
ら
災

害
記
録
誌
増
刷
事
業
の
予
算
額

１
千
54
万
８
千
円
を
減
額
修
正

す
る
案
が
提
出
さ
れ
た
。

討　

論　

災
害
が
起
き
て
４
年

に
な
る
。
そ
の
直
後
の
記
録
が

さ
れ
て
い
る
南
相
馬
市
災
害
記

録
誌
は
、
市
民
と
共
有
す
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
市
民
の
防

災
意
識
の
向
上
に
繋
が
り
、
災

害
復
旧
と
復
興
そ
し
て
発
展
し

て
い
く
過
程
の
、
一
番
基
に
な
る

情
報
で
あ
る
と
考
え
、
全
世
帯

に
配
布
す
る
主
旨
の
増
刷
に
賛

成
し
、
修
正
案
に
反
対
。
一
方
、

既
に
そ
の
増
刷
す
る
も
の
が
発

行
か
ら
２
年
経
っ
て
お
り
、
毎

年
発
行
す
る
こ
と
は
、
区
長
会

の
方
々
も
知
ら
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
等
も
、
全
く
整
理
が
つ
い
て

い
な
い
状
況
を
考
え
る
と
、
こ

の
ま
ま
増
刷
す
る
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
修
正
案
に
賛
成
。　

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

修
正
案
可
決
、
修
正
案
を
除
く

原
案
を
可
決
。

委
員
長　

小
川
尚
一

「脱原発都市」の看板が設置される市役所入口
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常
任
委
員
会
審
査

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

よ
る
市
民
の
利
益
と
、
撮
影
さ

れ
る
不
利
益
の
整
理
は
さ
れ
た

の
か
。

答　

弁　

犯
罪
抑
止
に
有
効
と

考
え
る
。
設
置
場
所
は
警
察
署

等
と
協
議
を
し
て
き
た
が
、
人

権
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
を
充
分

考
慮
し
、
今
後
運
用
方
針
を
詰

め
て
い
く
。

質　

疑　

鹿
島
区
子
ど
も
の
遊

び
場
に
つ
い
て
、
地
域
意
見
の

取
り
纏
め
状
況
は
。

答　

弁　

地
域
協
議
会
で
４
回

協
議
を
し
た
。
内
容
は
場
所
選

定
が
主
な
議
題
で
あ
り
、
詳
細

の
議
論
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の

協
議
で
は
、
施
設
は
大
体
800
㎡

程
度
の
規
模
で
、
詳
細
は
地
域

の
意
見
を
聞
き
、
詰
め
て
い
く
。

質　

疑　

避
難
し
て
い
る
母
子

の
健
康
管
理
は
、
ど
う
対
応
し

て
る
の
か
。

答　

弁　

出
生
の
状
況
を
把
握

し
て
お
り
、
出
生
１
カ
月
半
か

ら
２
カ
月
後
に
連
絡
し
、
避
難

先
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

て
い
る
か
確
認
し
て
い
る
。

質　

疑　

日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

の
学
力
を
目
指
し
て
い
る
が
、
目

指
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
ど
の
事
業
に

込
め
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁　

問
題
に
立
ち
向
か
い

生
き
る
力
や
郷
土
愛
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
育
成
す
る
。
具

体
的
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
教

育
推
進
事
業
や
基
礎
学
力
向
上

対
策
事
業
な
ど
の
事
業
を
構
築

し
た
。

質　

疑　

出
前
講
座
の
利
用
状

況
か
ら
、
全
身
運
動
が
楽
し
め

る
施
設
整
備
が
望
ま
れ
る
が
如

何
か
。

答　

弁　

仮
設
住
ま
い
の
方
も

い
る
中
で
、
こ
の
出
前
講
座
の

利
用
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
き

た
い
。

　

ま
た
、施
設
の
必
要
性
か
ら
、

鹿
島
体
育
館
の
整
備
や
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
の
整
備
等
、
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
の
中
で
必
要
性
を

う
た
っ
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
深
井
戸
の
無
償
貸
付

及
び
譲
与
に
関
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

質　

疑　

必
要
性
は
認
め
る
が
、

放
射
線
へ
の
恐
れ
だ
け
で
の
線

引
き
に
よ
り
、
対
象
と
対
象
外

の
整
理
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答　

弁　

小
高
区
で
の
水
道
普

及
率
は
51
％
、
残
り
が
井
戸

水
。
救
済
の
手
を
差
し
伸
べ
な

い
と
、
今
後
の
帰
還
率
、
ひ
い

て
は
小
高
区
の
存
亡
に
も
か
か

わ
っ
て
く
る
。
ま
た
、
条
例
対

応
で
き
な
い
部
分
は
、
運
用
基

準
や
規
則
等
で
詳
細
を
定
め

る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

教
育
長
と
教
育
委
員

長
が
一
本
化
さ
れ
特
別
職
に
な

る
。
教
育
振
興
基
本
計
画
や
、

市
の
独
自
性
を
出
し
て
い
く
こ

と
へ
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
想

定
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

首
長
が
総
合
教
育
会

議
を
設
置
し
て
招
集
、
そ
の
中

で
大
綱
の
制
定
を
す
る
。
こ
の

大
綱
は
、
基
本
計
画
を
当
て
て

も
よ
く
、
首
長
と
政
策
的
に
連

携
を
図
っ
た
中
で
計
画
が
推
進

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
育
英
資
金

貸
付
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

奨
学
金
の
借
り
手
が

減
っ
て
い
る
が
、
就
学
支
援
の

今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

要
因
は
、
賠
償
や
各

大
学
が
実
施
す
る
被
災
地
支
援

な
ど
、
様
々
考
え
ら
れ
る
。
今

後
の
就
学
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
て
お
り
、

給
付
型
の
支
援
や
、
就
職
で
本

市
へ
の
U
タ
ー
ン
を
促
す
対
策

な
ど
も
吟
味
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
病
院
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
開

設
時
の
医
師
確
保
、
看
護
師
確

保
の
見
通
し
は
。

答　

弁　

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
開

設
に
は
、
医
師
が
３
名
必
要
だ

が
、
既
に
４
名
を
確
保
済
み
。

看
護
師
確
保
は
、
最
終
的
に
270

床
を
目
指
す
が
、
そ
れ
に
必
要

な
看
護
師
は
い
ま
だ
不
足
し
て

い
る
。
開
院
時
期
に
す
べ
て
確

保
は
困
難
だ
と
思
っ
て
お
り
、

数
年
か
け
て
充
足
さ
せ
る
。

質　

疑　

小
高
病
院
に
つ
い

て
、
入
院
診
療
の
必
要
性
の
有

無
な
ど
、
今
後
ど
の
よ
う
な
検

討
を
行
う
の
か
。

答　

弁　

地
域
包
括
ケ
ア
も
含

め
、
今
後
の
検
討
に
当
た
っ
て

の
判
断
材
料
を
提
示
す
る
。
入

院
診
療
も
検
討
課
題
と
し
て
捉

え
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
地

域
包
括
ケ
ア
を
考
え
て
い
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

委
員
長　

奥
村
健
郎

脳卒中センターの着工が待たれる市立病院


